
藤崎町国民健康保険第３期データヘルス計画の概要 

 

１．計画の趣旨 

 本計画は、「データヘルス計画の手引きの改定及び当該計画の標準化を進展させ、

保険者共通の評価指標やアウトカムベースによる適正なＫＰＩの設定の推進」により、

保険者による保健事業実施計画（データヘルス計画）の策定が求められていることか

ら、地域の健康課題を踏まえつつ、効率的・効果的な保健事業を展開するために策定

する計画です。 

 

２．計画期間 

特定健康診査等実施計画や健康増進計画との整合性を踏まえ、計画期間は令和６年

度から令和 11 年度までの６年間を対象とします。 
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３．対象者 

 国民健康保険被保険者とします。 

 

４．対象疾病 

脳血管疾患、虚血性心疾患、糖尿病性腎症とします。 

 

５．計画の目的・目標 

本計画の目的は、生活習慣病対策をはじめとする被保険者における健康の保持増進

により、医療費の適正化及び保険者の財政基盤強化を図ることにあります。 

国保データベース（ＫＤＢ）システムの帳票により、地域の全体像の把握、国・県・

同規模保険者との比較によって健診・医療・介護のデータからみる健康課題を把握し、

直ちに取り組むべき短期的な健康課題と中長期的に取り組むべき健康課題を明確に

し、目標値を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前 期 

中間評価・見直し 

後 期 



(1) 中長期的な目標 

  令和 11 年度には令和５年度（現状値：下図は、令和４年度の現状値です。）と比

較して、総医療費に占める脳血管疾患・虚血性心疾患・糖尿病性腎症における、そ

れぞれの医療費の割合を減少させることを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 短期的な目標 

  脳血管疾患・虚血性心疾患・糖尿病性腎症の発症を予防するため、高血圧・糖尿

病・脂質異常症等・メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少を目標とし

ます。 

  特に早世死亡予防、介護予防、医療費適正化に向け、服薬による降圧効果が早期

に現れやすい高血圧対策を最優先としつつ、糖尿病対象者増加の抑制、メタボリッ

クシンドローム該当者及び予備群の減少を目標として重点的に活動していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．保健事業の実施 

 具体的な課題別の保健事業実施計画については本誌第４章において、「方向性・対

象者・介入方法・事業内容・連携機関・評価」等の具体的な取組内容を記載していま

す。 

なお、保健事業については、福祉課健康係に所属する保健師・栄養士が行います。 



重症化予防対象者を明確化し、地区担当保健師が家庭訪問等により、未治療者には

医療受診の必要性を理解してもらうことで医療につなげる等、適切な保健指導を実施

していきます。 

さらに特定健診未受診者には、受診勧奨を実施することで、個々の実態把握に努め

ることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．評価方法 

国保データベース（ＫＤＢ）システムの情報を活用し、疾病の発生状況や医療

費・介護費の動向、特定保健指導実施率等を考慮し、各データの経年変化、国・

県・同規模保険者との比較等を行います。 

１期（６年）、前期終了後（３年）の大きなＰＤＣＡサイクルと年度毎（１年）

の小さなＰＤＣＡサイクルを組み合わせて評価を行い、前期終了後には中間評価を

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．計画の見直し 

 計画の最終年度となる令和 11 年度において、計画に掲げた目的・目標の達成状況

の評価を行い、次期計画に反映させていくこととします。 

 

９．計画の公表・周知 

 策定した計画は、ホームページで公表するとともに、広く周知します。 


